
キタに大阪事務所を持つ
都道府県
キタ以外の大阪市内に
大阪事務所を持つ都道府県

所務

旅
行
前
の
観
光

情
報

収
集

に
・

ふ
る
さ
と
納
税

ど
ん
な返礼品がある？・移住したい・

県

人
会
・
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー

ト
ナ

ー
を

探
し
た
い

大阪天満宮の御羽車講でルイス編集長と提灯を持って歩いたことがきっかけで、つひまぶ編集チームに新しく入った藤本です。天神祭がつないでくれたご縁に
感謝です。普段は訪日外国人を大阪・京都に案内したり、夏季限定で富士登山のガイドをしたり、大学で教えたりしています。よく天満界隈にも夜に出没して
います。キタの都道府県大阪事務所特集ということで、たくさんの大阪事務所に通いましたが、取材楽しい！　仕事柄、ツアー商品をつくるために取材も兼ね
た下見をおこないますが、アプローチの仕方と最終的なアウトプットが違うところにおもしろさを感じます。雑誌をつくるという大義名分を隠れみのに、知的
好奇心を満たしているだけと怒られることのないよう精進します。取材のたびに、各地の名産品に散財しまくってしまうのはもはや避けられない宿命か。少し
危険？（主にお財布に。笑）で刺激的な都道府県大阪事務所取材でした。（藤本賢司） バックナンバー読めるよ！

つひまぶ
web

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebook ページ「つひまぶ」までご連絡ください。

キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。
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つながるひと
まちぶんか

号
事県府道都

山形県（大阪事務所）
新潟県（大阪事務所）
群馬県（大阪事務所）
長野県（大阪事務所）
広島県（大阪事務所）
長崎県（大阪事務所）

北海道（東京事務所大阪支所）
青森県（北東北三県大阪合同事務所）
秋田県（北東北三県大阪合同事務所）
岩手県（北東北三県大阪合同事務所）
宮城県（大阪事務所）
福島県（大阪事務所）
福岡県（大阪事務所）
佐賀県（関西・中京事務所）
宮崎県（大阪事務所）
鹿児島県（大阪事務所）

大阪駅前第 1ビル
（梅田 1-3-1）

8F

9F

8F

大阪駅前第 3ビル
（梅田 1-1-3）

山梨県（大阪事務所）
熊本県（大阪事務所）

沖縄県（大阪事務所）
大分県（大阪事務所）

山口県（大阪事務所）

鳥取県（関西本部）22F

21F

大阪駅前第 4ビル
（梅田 1-11-4）

三重県（関西事務所）

梅田 2-4-13 阪神産経桜橋ビル 2F

栃木県（大阪センター）
堂山町 3-3 日本生命梅田ビル 2F

島根県（大阪事務所）
西天満 3-13-18 島根ビル 2F

石川県（大阪事務所）
西天満 4-14-3 リゾートトラスト御堂筋ビル 2F

今
年
７
月
、
旧
大
阪
中
央
郵
便
局
跡
地

に
オ
ー
プ
ン
す
る
商
業
施
設
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
大
阪
」
の
２
階
フ
ロ
ア
「Feel 

JA
PA
N
 Journey

（
え
え
も
ん
に
っ

ぽ
ん
め
ぐ
り
）」
が
楽
し
み
。
北
海
道

か
ら
沖
縄
県
ま
で
、
各
地
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
の
優
れ
物
を
取

り
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
す
る
の
だ
。

リ
ス
ト
を
見
る
と
、
沖
縄
県
、
山
陰
地

方
、
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
、
倉
敷
市
、

高
知
県
、
新
潟
県
、
広
島
県
、
北
陸
３

県
、
北
海
道…

。
ヤ
バ
い
！　
百
貨
店

で
開
催
さ
れ
る
沖
縄
物
産
展
や
北
海
道

展
に
目
が
な
い
僕
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の

お
店
を
め
ぐ
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で

仕
方
が
な
い
。

こ
れ
ま
で
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
や
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
な
ど
で

全
国
各
地
の
物
産
を
扱
っ
た
シ
ョ
ッ
プ

が
出
現
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
は
あ
く
ま
で
期
間
限
定
の
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
。
こ
ち
ら
は
、
常
設
メ
イ
ン
。

い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
、
全
国
の
銘

品
・
美
味
い
も
ん
を
買
い
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
さ
な
が
ら
、「
令

和
の
ア
リ
バ
イ
横
丁
」
で
は
な
い
で
す

か
（
大
阪
万
博
が
開
か
れ
た
１
９
７
０

年
以
降
、
地
下
通
路
を
挟
ん
で
阪
神
百

貨
店
の
向
か
い
に
は
「
ふ
る
さ
と
名

産
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
41
都
道
府
県
の

商
品
が
買
え
る
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
。
現

地
に
行
か
ず
と
も
各
地
の
名
産
品
を
お

土
産
と
し
て
買
え
た
た
め
、「
ア
リ
バ

イ
横
丁
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
。
２

０
１
４
年
、
阪
神
百
貨
店
建
て
替
え
を

機
に
閉
鎖
）。

ネ
ッ
ト
で
な
ん
で
も
お
取
り
寄
せ
で
き

る
現
代
で
は
「
令
和
の
ア
リ
バ
イ
横

丁
」
不
要
論
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
や
っ
ぱ
現
物
を

手
に
取
っ
て
、
見
て
、
買
い
た
い
も
の

は
あ
る
し
、
な
ん
な
ら
試
食
だ
っ
て
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
全
国
の

え
え
も
ん
が
、
こ
こ
で
手
に
入
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
た
ら
ソ
ッ
コ
ー
で
行
っ
て
、

散
財
し
そ
う…

。（
ル
イ
ス
）

キタにある

都道府県
大阪事務所は

全部で
全
国
各
地
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
並
ぶ

令
和
の
ア
リ
バ
イ
横
丁

「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪
」
２
階
の

「F
eel JA

P
A
N
 Jo
u
rn
ey

」

７
月
オ
ー
プ
ン

都道
府県26

https://tsuhimabu.com/

編 集 後 記



観光情報発信・物産販促
大阪事務所はどこも観光パンフが大充実
しているので、旅行の計画を立てる際は
ぜひ訪れてほしい。マップ類や飲食店情
報のみならず、歴史や文化に特化したパ
ンフも多く、市販のガイドブックが不要
なほど充実している。さらに、地元職員
ならではのナマの情報が手に入ることも。

﹁
ミ
ス
タ
ー
﹂
こ
と

広
瀬
信
吾
山
梨
県
大
阪
事
務
所

所
長
に
聞
く

都
道
府
県
大
阪
事
務
所
入
門

ふるさと納税
応援したい自治体の特産品情報が入手で
きるほか、大阪事務所に行くと、パンフ
やサイト情報には載っていない、地元職
員さんからのナマの情報を手に入れるこ
とができるかもしれない。何がお得なの
かも教えてもらえるかも。また、隠れた
逸品が見つかることも。

企業誘致
大阪事務所では地元の工業団地への企業
誘致などをおこなっている。ほか、その
都道府県で仕事をする際や地場産業と取
引する際に顔を出しておくと、ビジネス
パートナーを紹介してくれたりもする。

IUターン・移住相談
地方の都道府県は IU ターンや移住者募集
に力を入れているところが多い。IU ター
ン向けに就職あっせんなどもおこなって
いる。移住の場合は補助金が出るケース
も多いので、ここで情報入手を。その他、
婚活イベントをやってるときもあるので、
ご希望の方は小まめにチェックを☆

県人会の事務局機能
大阪事務所が県人会事務局機能を持ち、
交流を図るケースは多い。在阪の出身者
のみならず、その都道府県に縁のある人
も入会することができる場合も。

都

道

府

県

大

阪

事

務

所

の

主

な

機

能

千
葉
市
（
中
央
区
）
出
身
の
近
畿
大
学
経
営
学
部
教
授　
髙
橋
愛
典

「都道府県大阪事務所の主な機能」作成
北区の都道府県大阪事務所を 3周めぐってリサーチした
つひまぶ編集長・ 浅香保ルイス龍太

と
、
い
つ
し
か
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
「
山
梨
で
ブ
ド
ウ
や
ワ
イ
ン

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。

ブ
ド
ウ
な
ら
明
治
時
代
は
大
阪
府
が
日
本
一
の

産
地
だ
っ
た
し
（
羽
曳
野
市
に
あ
る
大
手
梅
酒

メ
ー
カ
ー
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
か
ら
の
転
業
）、
そ
れ

な
ら
今
で
も
柏
原
市
あ
た
り
に
行
け
ば…

と
思

わ
な
く
も
な
い
。
実
際
、
所
長
い
わ
く
、
南
河

内
の
景
色
は
山
梨
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
山

梨
の
風
土
は
確
か
に
魅
力
的
で
あ
る
。
所
長
の

高
校
の
後
輩
に
あ
た
る
マ
キ
タ
ス
ポ
ー
ツ
師
匠

が
、
東
京
と
山
梨
の
２
拠
点
居
住
を
は
じ
め
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

「
山
梨
県
内
で
工
場
用
地
を
探
し
て
い
る
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
を
時
々
受
け
る
。
し
か
し
県
内

で
は
、
工
業
団
地
の
経
営
は
難
航
し
て
い
て
、

広
い
土
地
も
な
か
な
か
提
供
で
き
ず
、
要
望
に

応
え
き
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
逆
と
い
う
か
、
山
梨
県
内
の
企
業
が
大

阪
を
見
る
視
線
も
熱
い
。
特
に
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に

つ
い
て
、
大
阪
の
企
業
が
一
枚
上
手
で
あ
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
製
造
業
や
情
報

系
の
中
小
企
業
が
参
加
す
る
勉
強
会
が
東
大
阪

の
企
業
の
見
学
を
熱
望
し
た
の
で
、
大
阪
事
務

所
が
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と

で
あ
る
。
大
阪
で
は
東
大
阪
の
み
な
ら
ず
大
正

区
や
港
区
に
も
広
が
っ
て
き
た
、
中
小
企
業
や

町
工
場
を
一
般
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
、
所
長
は
山
梨
県
内
の

企
業
に
提
案
し
て
い
る
と
い
う
。

者
が
、
大
阪
駅
前
ビ
ル
の
関
係
者
に
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

山
梨
県
大
阪
事
務
所
の
案
内
チ
ラ
シ
は
、「
移
住
・

定
住
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
で
あ
る
こ
と
に
最

大
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
る
。
と
は
い
え
所

長
に
よ
れ
ば
「
移
住
し
て
く
る
人
数
が
少
な
い

か
ら
こ
そ
、
推
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」。
確

か
に
、
小
林
一
三
の
頃
は
さ
て
お
き
、
今
の
大

阪
で
は
山
梨
出
身
者
は
珍
し
く
、Ｕ
タ
ー
ン
を
望

む
人
も
少
な
さ
そ
う
で
あ
る
。Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

に
と
っ
て
は
、
山
梨
の
隣
の
海
な
し
県
・
長
野

の
ほ
う
が
な
じ
み
深
い
と
い
う
。
大
阪
か
ら
長

野
を
訪
れ
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
多
い
か
ら
で
は
な

い
か
、
と
い
う
の
が
所
長
の
見
立
て
で
あ
る
。

長
野
は
内
陸
で
は
東
京
と
大
阪
の
中
間
に
あ
る

が
、
関
西
人
が
集
ま
る
ス
キ
ー
場
と
関
東
人
が

集
ま
る
ス
キ
ー
場
が
何
と
な
く
分
か
れ
て
い
る

山
梨
の
よ
う
に
、
県
人
会
が
大
阪
事
務
所
よ
り

長
い
歴
史
を
持
つ
県
は
多
そ
う
で
あ
る
。例
え
ば
、

近
畿
富
山
県
人
会
は
１
８
９
３
年
（
明
治
26
年
）

創
立
と
こ
れ
ま
た
古
い
。
県
人
会
が
県
や
主
要

都
市
に
出
資
を
呼
び
掛
け
て
１
９
４
９
年
（
昭

和
24
年
）
に
社
団
法
人
を
創
設
し
（
の
ち
に
財

団
法
人
に
転
換
）、
そ
の
自
社
ビ
ル
「
近
畿
富
山

会
館
」（
財
団
も
ビ
ル
も
同
じ
名
前
、
残
念
な
が

ら
？　
北
区
で
な
く
西
区
）
に
県
の
大
阪
事
務

所
が
入
居
し
て
い
る
。

裏
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
大
阪
駅
前
ビ
ル
に
は

合
計
22
の
道
県
の
事
務
所
が
あ
る
。
山
梨
県
大

阪
事
務
所
は
賃
貸
物
件
で
は
な
く
、
開
業
時
に

県
が
購
入
し
た
分
譲
物
件
で
あ
る
。
大
阪
駅
前

の
再
開
発
の
計
画
は
１
９
６
０
年
代
な
か
頃
か

ら
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
以
降
、

富
山
あ
た
り
の
動
き
を
参
考
に
し
て
、
県
人
会

や
県
庁
、
さ
ら
に
は
地
方
テ
レ
ビ
局
（
大
阪
駅

前
ビ
ル
に
は
大
阪
支
社
が
い
く
つ
も
入
居
し
て

い
る
。
特
に
第
１
ビ
ル
８
階
の
福
島
テ
レ
ビ
は
、

看
板
の
ロ
ゴ
が
古
く
て
、
福
島
県
民
は
懐
か
し

く
思
う
の
で
は
な
い
か
）
に
働
き
掛
け
た
知
恵

今
号
の
特
集
内
容
が
決
ま
っ
て
初
め
に
思
い
浮

か
ん
だ
の
が
、
山
梨
県
大
阪
事
務
所
の
広
瀬
信

吾
所
長
で
あ
る
。
所
長
と
知
り
合
っ
た
の
は
私

の
地
元
（
残
念
な
が
ら
北
区
で
は
な
く
そ
の
近

隣
）
で
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
関
連
の
寄
り
合

い
の
席
だ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
日
々

の
ご
投
稿
か
ら
察
す
る
に
、
大
阪
で
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
こ
れ
ほ
ど
軽
い
所
長
も
、
な
か
な
か

お
ら
れ
ま
い
。
そ
ん
な
わ
け
で
「
ミ
ス
タ
ー
大

阪
事
務
所
」
広
瀬
所
長
を
、
大
阪
駅
前
第
３
ビ

ル
21
階
に
訪
ね
た
。

Ｐ
03
に
あ
る
「
都
道
府
県
大
阪
事
務
所
の
主
な

機
能
」
は
、
ル
イ
ス
編
集
長
が
あ
ち
こ
ち
の
大

阪
事
務
所
を
ま
わ
っ
て
立
て
た
仮
説
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
所
長
に
１
つ
ず
つ
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

過
不
足
な
く
立
証
さ
れ
た
。
と
な
れ
ば
こ
の
記

事
は
も
う
、
筆
を
置
い
て
も
よ
く
な
っ
て
し
ま

う
が
、
山
梨
な
ら
で
は
の
お
話
も
た
く
さ
ん
う

か
が
え
た
。
そ
こ
で
、「
主
な
機
能
」
を
逆
に
（
下

か
ら
上
に
）
た
ど
っ
て
み
た
い
。

山
梨
県
大
阪
事
務
所
が
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
に

で
き
た
の
は
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
で
あ

る
が
、
そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
１
０
０

年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
「
大
阪
山
梨
県
人
会
」

で
あ
る
。
県
人
会
が
１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）

に
創
立
さ
れ
た
際
に
、
阪
急
の
創
業
者
小
林
一

三
が
最
高
顧
問
に
就
任
し
て
い
る
。
ま
だ
40
代

半
ば
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
今
の
私
よ
り
若
い
。

そ
の
年
齢
で
す
で
に
「
大
阪
財
界
で
活
躍
す
る

甲
州
商
人
」
の
代
表
格
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、

驚
く
ほ
か
な
い
。

リ
ア
ー
ジ
ュ
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
）。

「
い
や
〜
や
っ
ぱ
り
、
九
州
の
人
は
お
酒
が
強
い

で
す
ね
ぇ
」。
そ
う
語
る
所
長
の
口
ぶ
り
に
は
、

わ
れ
わ
れ
が
知
る
以
上
の
実
感
が
こ
も
っ
て
い
た
。

そ
し
て
今
号
の
特
集
は
次
の
ペ
ー
ジ
以
降
も
、

所
長
が
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
取
材
で
き

た
こ
と
で
、あ
っ
と
い
う
間
に
埋
ま
っ
て
い
っ
た
。

さ
す
が
は
ミ
ス
タ
ー
大
阪
事
務
所
。編
集
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
広
瀬
所
長
の
人
脈
に
敬
服
し
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
号
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
山
梨
に

帰
任
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
郷
里
で
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
終
）

梅
田
の
百
貨
店
で
買
っ
て
き
た
も
の
と
い
う
。

北
区
に
大
阪
事
務
所
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
、

所
員
さ
ん
た
ち
の
都
道
府
県
の
垣
根
を
超
え
た

交
流
は
深
ま
っ
て
い
く
。
ど
の
大
阪
事
務
所
も

所
員
さ
ん
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
地
方
公
務
員
が
大

多
数
で
あ
り
、
地
元
を
離
れ
て
働
く
機
会
自
体

が
少
な
い
か
ら
、
大
阪
に
転
勤
に
な
る
と
一
期

一
会
が
連
鎖
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ヨ
コ

の
つ
な
が
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
営
業
時
間
終

了
後
に
、互
い
に
地
酒
と
特
産
品
を
持
ち
込
ん
で
、

事
務
所
の
奥
で
懇
親
会
が
開
か
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
（
所
長
が
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
つ

ま
み
の
ひ
と
つ
が
秋
田
名
物
「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」

で
、
日
本
酒
だ
け
で
な
く
ワ
イ
ン
に
も
合
う
も

ん
だ
と
驚
い
た
が
、
こ
れ
も
懇
親
会
の
際
の
マ

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
う
ち
に
時
計
が
17
時

１５
分
を
告
げ
、営
業
時
間
終
了
の
お
時
間
と
な
っ

た
。
所
員
の
県
職
員
さ
ん
た
ち
が
退
社
し
は
じ

め
る
な
か
で
、
所
長
が
事
務
所
奥
の
冷
蔵
庫
か

ら
取
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
甲
州
ワ
イ
ン
。

早
速
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
甘
口
の
「
デ

ラ
ウ
ェ
ア
」
も
辛
口
の
「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」
も

お
い
し
い
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。

山
梨
県
大
阪
事
務
所
は
酒
類
販
売
免
許
を
取
得

し
て
お
ら
ず
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
金
銭
の
や

り
と
り
も
で
き
な
い
の
で
、
物
産
の
販
売
は
し

て
い
な
い
。
事
務
所
に
入
る
と
目
に
付
く
と
こ

ろ
に
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
は
あ
る
が
、
が
っ
し
り
し

た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
い
た
だ

い
た
ワ
イ
ン
も
、
所
長
が
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
大
阪
事
務
所
は
、
市

町
村
か
ら
届
く
パ
ン
フ
を
配
っ
た
り
、
県
人
会

の
会
員
に
勧
め
た
り
が
中
心
で
あ
る
。
た
と
え

パ
ン
フ
を
見
て
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
く
な
っ
て

も
、
山
梨
県
大
阪
事
務
所
は
現
金
を
扱
え
な
い

の
で
、手
続
き
が
で
き
な
い
と
い
う
。
も
っ
と
も
、

手
続
き
や
支
払
い
自
体
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

主
流
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
で
ス
マ
ホ
で
ア
ク

セ
ス
し
て
も
ら
う
の
が
時
流
に
も
合
っ
て
い
る
。

初
め
に
県
人
会
あ
り
き

企
業
誘
致
と
そ
の
逆
（
？
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

物
産
販
促
か
ら
の
一
期
一
会

移
住
相
談
・
促
進
と

そ
の
ラ
イ
バ
ル

【
参
考
文
献
】
大
阪
山
梨
県
人
会
『
大
阪
山
梨
県
人
会
百
周
年
記
念
誌
』
２
０
１
９
年
／
近
畿
富
山
会
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
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要
に
応
じ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
て
く
る
。
そ

の
様
子
は
さ
な
が
ら
、
熟
練
の
寿
司
職
人
が
お

客
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
て
寿
司
を
握
っ
て
提

供
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
は
長
年
旅
行
会
社
で
働
い
て
き
た
の
だ
が
、

多
方
面
を
扱
う
旅
行
会
社
の
宿
命
と
し
て
、
旅

行
相
談
に
対
応
す
る
職
員
が
現
地
に
行
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
地
元
出
身
の

職
員
が
旅
行
相
談
に
乗
る
と
い
う
こ
と
は
ご
く

ま
れ
で
あ
る
。
一
方
、
大
阪
事
務
所
に
行
く
と
、

し
た
り
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
さ
れ
る
方
だ
と
、

バ
ス
の
所
要
時
間
な
ど
を
お
伝
え
し
た
り
し
ま

す
」
と
、
蛍
光
マ
ー
カ
ー
を
駆
使
し
な
が
ら
丁

寧
に
案
内
さ
れ
る
竹
田
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、

こ
の
人
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
と
思

え
て
く
る
。

さ
ら
に
、「
ラ
ッ
ク
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
、

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ど
こ
に
何
が

あ
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
並
べ
て
い
ま
す
。

お
話
を
う
か
が
っ
て
、
目
的
に
応
じ
て
必
要
な

ツ
ー
ル
を
出
す
と
い
っ
た
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
」
と
も
。
な
る
ほ
ど
、
応
対
が
素
早
い
。

そ
の
引
き
出
し
の
多
さ
が
素
晴
ら
し
く
、
何
を

聞
い
て
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
ラ
え
も
ん

の
ポ
ケ
ッ
ト
よ
ろ
し
く
背
後
の
ラ
ッ
ク
か
ら
必

広
げ
、
行
き
た
い
場
所
や
滞
在
日
数
、
興
味
の

あ
る
こ
と
な
ど
を
さ
ら
り
と
聞
き
出
し
て
く
れ

る
。
温
泉
に
興
味
が
あ
る
と
伝
え
る
と
、
背
後

に
あ
る
ラ
ッ
ク
か
ら
温
泉
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ

ン
フ
や
各
種
温
泉
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

が
出
て
く
る
。
あ
る
い
は
景
色
を
楽
し
み
た
い

と
な
る
と
阿
蘇
山
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
て
き

た
り
、
は
た
ま
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
が

出
て
き
た
り
と
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
案
内
を
し
て
く
れ
る
の

だ
。「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
方
に
は
、
コ
ー

ス
の
説
明
だ
け
で
な
く
高
低
差
な
ど
も
お
伝
え

ど
こ
か
に
旅
行
に
行
く
と
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
り
、書
店
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
買
っ

た
り
し
て
、
旅
の
計
画
を
立
て
る
の
が
一
般
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
行
き
先
の
都

道
府
県
の
大
阪
事
務
所
に
行
け
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
書
店
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く

ら
い
の
情
報
が
手
に
入
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
は
、あ
ま
り
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

少
な
く
と
も
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、

大
阪
事
務
所
が
、
一
般
の
人
が
気
軽
に
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
な
ん
だ
と
い
う
発
想
す
ら
、

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
回
、
リ
サ
ー
チ
で
各
事
務
所
を
ま

わ
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
が
観
光
情
報
の
宝
庫
で

あ
り
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対
応
し
て
く
れ
る
こ

と
も
多
く
、
さ
ら
に
ご
当
地
の
名
産
品
ま
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
、私
は
す
っ

か
り
大
阪
事
務
所
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
北
区
に
は
、
大
阪
駅
前
第
１
〜
４
ビ
ル
を

中
心
に
、
26
の
道
県
が
大
阪
事
務
所
を
構
え
て

い
る
。

ど
の
大
阪
事
務
所
に
も
膨
大
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
販
促
ポ
ッ
プ
が
置
か
れ
て
い
て
、
特
徴
や
カ

ラ
ー
を
出
し
て
い
る
。
そ
ん
な
事
務
所
内
で
、

地
元
出
身
の
職
員
が
優
し
く
案
内
を
し
て
く
れ

る
。
と
り
わ
け
案
内
に
「
熱
」
を
感
じ
た
、
熊

本
県
大
阪
事
務
所
と
北
東
北
三
県
（
青
森
県
・

岩
手
県
・
秋
田
県
）
大
阪
合
同
事
務
所
の
各
事

務
所
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

熊
本
県
大
阪
事
務
所
で
は
、
主
任
主
事
の
竹
田

耕
岳
さ
ん
の
案
内
の
仕
方
が
興
味
深
か
っ
た
。

熊
本
に
旅
行
に
行
き
た
い
の
で
資
料
を
探
し
て

い
る
と
伝
え
る
と
、
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
と
、
観

光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
た
広
い
机
に

案
内
さ
れ
る
。
そ
し
て
竹
田
さ
ん
は
お
も
む
ろ

に
熊
本
全
県
が
載
っ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

う
な
情
報
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
。

一
方
で
「
大
阪
に
来
て
10
年
が
経
ち
、
自
分
の

な
か
の
北
東
北
情
報
が
古
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

な
の
で
情
報
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
も
。

北
野
さ
ん
は
「
例
え
ば
弘
前
の
桜
情
報
は
ネ
ッ

ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
時
期
が
ズ

レ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
他
に
も
桜
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
提
案
で
き
ま
す
」
と
地

元
の
こ
と
を
詳
し
く
知
っ
て
い
る
が
ゆ
え
の
強

み
を
語
っ
て
く
れ
た
。
平
井
さ
ん
な
ら
、「
紅
葉

情
報
の
問
い
合
わ
せ
の
場
合
、
標
高
を
ず
ら
し

て
ベ
ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る
の
は
お
手
の

も
の
」
と
、
頼
も
し
い
。

点
で
は
な
く
面
で
案
内
で
き
る
の
は
、
地
元
を

熟
知
し
た
大
阪
事
務
所
な
ら
で
は
だ
ろ
う
が
、

こ
う
な
る
と
、
ま
る
で
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
見

紛
う
ほ
ど
だ
。

通
し
て
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
特
徴
を
把
握

し
て
、
案
内
す
る
と
き
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

準
備
し
ま
す
」。

「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
最

新
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
の
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
」
と
。

北
東
北
三
県
大
阪
合
同
事
務
所
の
平
井
さ
ん
も
、

「
事
務
所
に
来
所
さ
れ
る
方
は
、
情
報
誌
に
載
っ

て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を
聞
き
に
来
た
り
す
る

の
で
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
も
出
て
こ
な
い
よ

務
所
が
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。
な

か
で
も
、
毎
年
12
月
に
大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
に

入
居
す
る
13
県
の
大
阪
事
務
所
が
合
同
で
開
催

す
る
「
ふ
る
さ
と
の
観
光
と
名
産
品
ま
つ
り
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
で
そ
の
と
き
だ
け
の
名
産

品
が
販
売
さ
れ
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

も
多
い
。

観
光
情
報
収
集
か
ら
物
産
販
売
ま
で
、
大
阪
事

務
所
に
は
〝
こ
こ
だ
け
〞
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て

い
る
。
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。（
終
）

ま
た
、
大
阪
事
務
所
で
は
物
産
を
取
り
扱
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。北
区
に
い
な
が
ら
に
し
て
、

情
報
だ
け
で
な
く
、〝
こ
こ
だ
け
〞
の
物
産
を
求

め
る
こ
と
で
、
五
感
で
各
都
道
府
県
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
と
り
わ
け
福
島
県
大
阪

事
務
所
や
長
野
県
大
阪
事
務
所
で
は
物
産
が
充

実
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
福
島
県
の
桃
の

よ
う
に
、
入
荷
す
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

す
る
も
の
も
あ
り
、
旬
の
も
の
や
数
が
か
ぎ
ら

れ
る
食
材
は
人
気
だ
。「
大
阪
駅
前
ビ
ル
グ
ル
メ
」

は
地
下
の
飲
食
店
街
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

常
設
で
物
産
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
る
大
阪
事

務
所
は
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
が
、イ
ベ
ン
ト
や
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
出
店
を
し
、
ま
ち
の
ス
ー
パ
ー
で

は
通
常
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
も
の
を
販
売
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
阪
事

情
報
な
ら
任
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
お
っ
し
ゃ

る
平
井
奈
央
さ
ん
、「
私
は
北
東
北
に
は
住
ん
だ

こ
と
が
な
い
北
茨
城
出
身
で
す
が
、
ひ
い
き
目

な
し
の
フ
ラ
ッ
ト
な
利
用
者
目
線
で
情
報
を
お

伝
え
で
き
ま
す
」
と
の
北
野
瞳
さ
ん
ら
３
名
が
、

あ
う
ん
の
呼
吸
で
バ
ト
ン
を
渡
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
案
内
を
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、「
旅
行
会
社
の
添
乗
員
さ
ん
も
来
ら
れ

ま
す
。
最
新
情
報
を
は
じ
め
、
旅
行
会
社
で
は

網
羅
で
き
な
い
よ
う
な
細
か
な
情
報
を
聞
き
に

来
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
あ
と
、ツ
ア
ー

の
コ
ー
ス
を
つ
く
ら
れ
る
際
の
相
談
に
来
ら
れ

た
り
と
か
。
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
や
、
季
節
の
情
報
、
最

新
の
グ
ル
メ
情
報
な
ど
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
」。

と
い
っ
た
具
合
に
、
旅
行
会
社
よ
り
も
情
報
を

持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
し
て

ど
こ
ま
で
も
キ
メ
が
細
か
い
。

「
と
に
か
く
地
元
の
お
い
し
い
も
の
を
知
り
た

か
っ
た
ら
、
惜
し
み
な
く
お
伝
え
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
大
阪
合
同
事
務
所
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
」。

来
所
が
難
し
け
れ
ば
、
電
話
対
応
で
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
送
付
も
お
こ
な
う
の
だ
と
か
。

「
旅
行
の
た
び
に
相
談
に
来
ら
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
か

ら
帰
っ
て
き
て
、
報
告
に
来
て
く
れ
る
方
も
。

新
し
く
道
が
整
備
さ
れ
て
い
た
よ
と
か
、
新
し

い
お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
よ
と
、
こ
ち
ら

が
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、
ご
案
内
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
ね
」
と
３
人
と

も
話
さ
れ
る
。
も
は
や
常
連
と
言
え
る
よ
う
な

人
も
、
10
人
以
上
い
る
ら
し
い
。
相
談
に
来
る

人
の
２
〜
３
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
い
う
の
も
納

得
の
神
対
応
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
阪
事
務
所
の
職
員
の
人
た
ち
は
日

頃
か
ら
の
情
報
収
集
に
も
余
念
が
な
い
。

前
述
の
熊
本
県
大
阪
事
務
所
の
竹
田
さ
ん
に
よ

る
と
、「
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
来
る
と
、
必

ず
事
務
所
内
で
回
覧
を
し
て
、
み
ん
な
で
目
を

現
地
（
大
阪
）
採
用
の
方
以
外
、
ほ
と
ん
ど
の

職
員
が
地
元
の
出
身
者
だ
。
し
た
が
っ
て
、
大

阪
事
務
所
で
は
、
地
元
出
身
者
な
ら
で
は
の
情

報
が
手
に
入
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
訪
れ
た
北
東
北
三
県
大
阪
合
同
事
務
所

で
は
、
３
県
（
青
森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
）

の
観
光
協
議
会
所
属
の
３
名
が
、
相
談
・
案
内

業
務
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
。「
仙
台
出
身
で
す
が
、

青
森
や
岩
手
、
秋
田
の
情
報
に
精
通
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
大
川
紀
子
さ
ん
、「
盛
岡
出
身
で
、

前
職
の
経
験
を
生
か
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
や
山
の

熊
本
県
大
阪
事
務
所
・
北
東
北
三
県
大
阪
合
同
事
務
所
に
聞
く
、

観
光
情
報
案
内
と
物
産
案
内
の
こ
と

地
元
出
身
の

親
切
な
職
員
が
お
出
迎
え

〝
こ
こ
だ
け
〟
の
物
産
の
販
売
も

〝
こ
こ
だ
け
〟
の
情
報
が
満
載

こ
こ
だ
け

の
情
報
が
い
っ
ぱ
い

旅
の
情
報
収
集
は

ぜ
ひ
大
阪
事
務
所
で
！

東
京
出
身
で
大
阪
在
住
の
富
士
山
ガ
イ
ド　
藤
本
賢
司

〝

〝
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物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
、
お
得
な
情
報
の
発
信
も

し
て
い
ま
す
」。

甲
子
園
の
春
夏
の
高
校
野
球
、
花
園
の
高
校
ラ

グ
ビ
ー
、京
都
で
お
こ
な
わ
れ
る
高
校
駅
伝
な
ど
、

学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
は
、
関
西
で
開
催

さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
応
援
も
、
県
人
会

と
し
て
向
か
う
。
高
校
野
球
の
チ
ケ
ッ
ト
が
出

場
校
か
ら
贈
ら
れ
、
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
席
で

大
分
か
ら
の
応
援
団
と
一
緒
に
な
っ
て
応
援
す

る
（
こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
写
真
は
、
明
豊
高
校

が
出
場
し
た
２
０
２
１
年
夏
の
甲
子
園
大
会
で

の
も
の
。取
材
時
に
ス
マ
ホ
か
ら
そ
の
場
で
送
っ

て
い
た
だ
い
た
。
や
は
り
、
若
い
！
）。

ほ
か
に
も
「
サ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
会
員
の
自

主
的
な
集
ま
り
が
あ
り
、
歌
謡
コ
ー
ラ
ス
部
や

阪
事
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
情
報
を
流
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
横
の
つ
な
が
り
も
持
て
た

り
す
る
の
で
、
大
阪
事
務
所
は
そ
れ
ら
の
ハ
ブ

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

会
報
誌
を
拝
見
す
る
と
、
現
在
の
県
人
会
の
会

長
は
写
真
か
ら
お
若
い
雰
囲
気
が
伝
わ
る
徳
村

初
美
さ
ん
。
副
会
長
の
西
村
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、

会
長
も
女
性
と
い
う
の
は
、
珍
し
い
か
も
し
れ

な
い
。「
女
性
と
い
う
こ
と
も
で
す
が
、
執
行
部

の
平
均
年
齢
が
40
代
で
、
か
な
り
若
い
役
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
人
会
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
、

県
人
会
と
大
阪
事
務
所
の
関
係
も
聞
い
て
み
た
。

「
大
阪
事
務
所
の
な
か
に
県
人
会
の
事
務
局
を
置

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
県
か
ら
の
情
報
を

も
ら
っ
て
会
員
さ
ん
へ
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
」
と
西
村
さ
ん
。
大
阪

事
務
所
の
立
場
か
ら
は
「
県
人
会
の
ほ
か
に
も

大
分
県
関
係
の
各
団
体
が
あ
る
の
で
、
情
報
を

共
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
人
会
に
入
会
し

た
い
と
い
う
方
へ
の
入
会
案
内
も
し
て
い
ま
す
」

と
河
室
さ
ん
。
県
人
会
の
ほ
か
、
市
町
村
、
高

校
な
ど
の
同
窓
会
な
ど
も
含
め
て
57
団
体
が
あ

り
、
そ
ち
ら
へ
も
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
大

県
人
会
っ
て
お
花
見
の
と
き
に
「
〇
〇
県
人
会
」

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
を
立
て
て
飲
ん
で
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
同
郷
の
人
た
ち
で
集
ま
っ
て

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
方
言
で
喋
り
合
っ
た
り
、

同
じ
県
の
知
ら
な
い
場
所
の
話
を
聞
け
た
り
す

る
の
は
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
、
な
ん
だ
か
う
ら

や
ま
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

私
は
三
重
県
出
身
だ
が
、
三
重
県
人
会
に
入
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
入
会
方
法
も
知
ら
な

い
し
、
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
。
お
花
見
以

外
の
イ
ベ
ン
ト
は
？　
入
会
資
格
と
か
あ
る

の
？　
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
大
阪
事
務
所
に

は
、
県
人
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
ら
し
い
。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
21

階
に
あ
る
大
分
県
大
阪
事
務
所
に
お
邪
魔
し
て
、

事
務
所
次
長
の
河
室
幸
一
さ
ん
と
、
関
西
大
分

県
人
会
副
会
長
の
西
村
光
代
さ
ん
に
お
話
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

関
西
大
分
県
人
会
は
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）

発
足
、
今
年
で
発
足
87
年
に
な
る
と
い
う
。
大

阪
だ
け
で
な
く
京
都
や
奈
良
、
兵
庫
な
ど
関
西

在
住
の
大
分
県
出
身
者
や
そ
の
縁
故
者
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
会
員
数
は
１
８

０
０
人
く
ら
い
と
の
こ
と
。

県
人
会
の
会
員
の
紹
介
・
推
薦
で
の
入
会
の
ほ
か
、

推
薦
者
が
い
な
く
て
も
ネ
ッ
ト
で
の
入
会
の
申

し
込
み
も
可
能
だ
と
か
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

出
身
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
縁
故
者
も
入
会
Ｏ

Ｋ
と
い
う
点
だ
。
厳
密
に
審
査
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
、
親
睦
団
体
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

西
村
さ
ん
は
ご
両
親
が
大
分
出
身
で
、
千
日
前

で
郷
土
料
理
の
お
店
『
九
州
八
豊
や
せ
う
ま
だ

ん
ご
汁
』
を
経
営
さ
れ
て
い
る
。「
私
は
２
世
で

す
が
、
気
が
付
い
た
と
き
に
は
す
で
に
県
人
会

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
親
の
お
店

の
手
伝
い
を
し
て
い
て
大
分
出
身
の
お
客
さ
ん

が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
、
い
つ
で
も
周
り
に
大
分

が
あ
っ
た
か
ら
」
と
、
入
会
の
き
っ
か
け
を
話

し
て
く
れ
た
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
な
ど
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
。

総
会
は
毎
年
７
月
に
開
催
。
毎
年
、
そ
の
年
の

推
し
の
市
町
村
を
「
応
援
都
市
」
と
し
て
決
め

て
い
る
と
か
。
応
援
都
市
に
決
ま
っ
た
市
町
村

に
は
関
西
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
り
し
て
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
話
す
。
応
援
都
市

の
首
長
は
、総
会
に
も
参
加
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
、

県
内
で
の
関
西
大
分
県
人
会
の
位
置
付
け
が
分

か
る
と
い
う
も
の
。
来
年
の
２
０
２
５
年
は
大

阪
・
関
西
万
博
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特

別
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
お

話
ぶ
り
か
ら
、
会
員
同
士
の
親
睦
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
大
分
県
を
関
西
か
ら
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
の
熱
い
気
持
ち
が
す
ご
く
伝
わ
っ
て

き
た
。
私
も
三
重
県
人
会
に
入
ろ
う
か
な
。（
終
）

ど
の
都
道
府
県
大
阪
事
務
所
も
そ
う
だ
が
、
福

島
県
大
阪
事
務
所
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、ま
ず
、

数
多
く
並
べ
ら
れ
た
観
光
パ
ン
フ
の
一
群
が
目

に
入
る
。
市
町
村
別
の
案
内
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
別
、
テ
ー
マ
別
に
作
成
さ
れ
た
パ
ン
フ

類
は
、
ど
れ
か
ら
手
に
取
っ
て
い
い
の
か
迷
う

ほ
ど
の
数
だ
。
入
っ
て
右
手
に
は
、
県
の
民
芸

品
で
あ
る
赤
べ
こ
の
巨
大
な
張
り
子
、
左
奥
に

は
数
々
の
県
産
品
が
常
設
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

僕
の
大
好
き
な
『
う
ま
く
て
生
姜
ね
ぇ
!!
』
も

ち
ゃ
ん
と
販
売
さ
れ
て
い
る
。

左
奥
か
ら
手
前
に
視
線
を
移
す
と
、
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
は
、
原
発
関
連
の
情
報
。
福
島

原
発
の
廃
炉
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
伝
え
る
冊

子
『
廃
炉
を
知
る
』
が
配
架
さ
れ
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
す
で
に
13
年
が
経
っ

た
今
も
ま
だ
復
興
の
道
半
ば
な
の
だ
と
い
う
こ

と
に
、
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
ん
な
福
島
県
は
今
、

企
業
誘
致
に
関
し
て
、ど
ん
な
こ
と
を
お
こ
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　
２
０
１
１
年
（
平
成

23
年
）
の
震
災
以
降
、
福
島
に
立
地
し
た
企
業

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
補
助
金

関
西
大
分
県
人
会
に
聞
く
、
県
人
会
の
こ
と

入
会
は
縁
故
者
も
Ｏ
Ｋ

関
連
が
57
団
体
あ
る

「
応
援
都
市
」
を
毎
年
選
出

親
睦
だ
け
で
な
く
︑

盛
り
上
げ
役
を
務
め
る
の
も
県
人
会
の
役
割

三
重
県
志
摩
市
出
身
の
提
灯
絵
書
き
職
人　
む
し
ま
つ

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
？

「
ふ
る
さ
と
納
税
は
ほ
と
ん
ど
ｗ
ｅ
ｂ
で
完
結
し

て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
福
島
県
で
は
返
礼
品
を

用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
返
礼
品
を
用
意

し
て
い
る
県
内
の
市
町
村
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
そ
う
し
た
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
」。
確

か
に
大
阪
事
務
所
で
納
税
手
続
き
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
で
き
る
こ
と
は
か
ぎ
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
例
え
ば
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
只
見
線

の
利
活
用
促
進
に
使
い
道
を
指
定
で
き
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
と
同
年
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
只

見
線
を
復
活
（
す
で
に
全
線
運
転
再
開
）
さ
せ

利
活
用
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
」。

な
る
ほ
ど
、
こ
ん
な
ふ
る
さ
と
納
税
な
ら
、
鉄
道

フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
と
も
、
奥
会
津
に
縁
の
あ
る

人
で
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
レ
ア
ケ
ー
ス
な
情
報
の
入
手
こ
そ
、
人

と
対
面
で
き
る
大
阪
事
務
所
な
ら
で
は
の
利
用
の

仕
方
の
よ
う
な
気
が
す
る
。（
終
）

か
ら
、
西
日
本
以
外
に
も
う
１
つ
東
日
本
に
も

拠
点
を
持
ち
ま
せ
ん
か
？
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

福
島
は
首
都
圏
に
近
く
、
新
幹
線
で
１
時
間
半
、

物
流
も
３
時
間
も
あ
れ
ば
着
く
の
で
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
拠
点
に
な
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
北
の

玄
関
口
な
の
で
、
福
島
を
拠
点
に
さ
ら
に
北
へ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
ま
す
」。

金
融
機
関
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
先
端
企
業
、
す

で
に
進
出
し
て
い
る
企
業
の
関
連
、
あ
る
い
は

関
西
経
済
連
合
会
や
商
工
会
議
所
等
の
経
済
団

体
に
も
訪
問
し
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で
情
報
を
提
供

し
た
り
、現
地
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、業
界
の
展
示
会
に
も
顔
を
出
す
。「
飲

み
屋
で
隣
同
士
に
な
っ
た
の
が
縁
で
知
り
合
っ

た
企
業
さ
ん
も
あ
り
ま
す
」。
営
業
活
動
と
お
な

じ
で
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
の
出
会
い
も
あ
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、す
で
に
福
島
に
進
出
し
て
い
る
企
業
へ
、

御
用
聞
き
の
よ
う
な
こ
と
も
す
る
の
だ
と
か
。

雇
用
や
用
地
取
得
の
面
で
ニ
ー
ズ
が
な
い
か
ど

う
か
を
探
る
た
め
だ
。
ま
た
、
福
島
空
港
の
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
案
内
な

ど
も
お
こ
な
う
と
言
う
か
ら
、
流
す
情
報
は
大

小
多
岐
に
わ
た
る
。
彼
ら
と
付
き
合
う
こ
と
は
、

企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

は
８
２
８
社
。
ど
の
よ
う
に
し
て
誘
致
し
、
ま

た
大
阪
事
務
所
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？　
企
業
立
地
担
当
の
伊
藤
岳

彦
主
査
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

「
震
災
で
人
が
い
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
人
を
戻

し
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
な
の
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、な
り
わ
い
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
既
存
の
産
業
、
例
え
ば
農
業
や
漁
業
だ

け
で
は
人
を
引
っ
張
れ
な
い
。
で
す
か
ら
、
新

し
い
産
業
を
興
し
た
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
の

企
業
誘
致
を
お
こ
な
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

「
さ
ら
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
だ
と
い
う
こ
と
も
訴
え
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
避
難
指
示
区
域
な

ど
に
工
場
等
を
新
増
設
す
る
場
合
だ
と
、
最
大

４
／
５
以
内
の
補
助
率
で
最
大
50
億
円
の
補
助

金
が
出
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
ん
で
す
」。

も
ち
ろ
ん
、
補
助
金
が
手
厚
い
こ
と
以
外
に
も

た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

「
大
阪
事
務
所
で
は
西
日
本
の
企
業
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ

す
る
の
が
仕
事
で
す
。
震
災
等
が
あ
っ
た
と
き

の
た
め
に
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
観
点

福
島
県
大
阪
事
務
所
に
聞
く
、
企
業
誘
致
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
と

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
と
企
業
誘
致

大
阪
事
務
所
の
役
割
は
主
に
パ
イ
プ
づ
く
り

物
産
展
で
散
財
し
ま
く
っ
て
い
る
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太
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に
踏
み
込
ん
で
案
内
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

相
談
者
が
思
い
描
く
移
住
の
イ
メ
ー
ジ
の
解
像

度
を
上
げ
て
い
く
手
助
け
を
す
る
の
だ
。

段
階
が
進
む
に
つ
れ
、
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団
や
島
根
県
内
の
各
市
町
村
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど

に
受
け
渡
す
リ
レ
ー
方
式
で
、
相
談
者
の
移
住

ま
で
の
歩
み
を
進
め
て
く
れ
る
。

そ
う
や
っ
て
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
段
階
を
踏

む
こ
と
で
、
移
住
前
の
理
想
と
移
住
後
の
現
実

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
、
移
住

成
功
の
秘
訣
に
な
る
。Ａ
Ｉ
搭
載
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
に
は
な
い
、
人
に
寄
り
添
う
思
い
や
愛

情
の
な
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
行
平
さ
ん
や
河
野
さ
ん
は
「
常

に
相
談
者
に
寄
り
添
う
移
住
相
談
を
心
掛
け
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

さ
ら
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

も
増
え
ま
し
た
。
ご
自
宅
に
ネ
ッ
ト
環
境
の
な

い
方
は
、
大
阪
事
務
所
に
て
大
阪
の
相
談
員
と

対
面
、
島
根
の
ス
タ
ッ
フ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と

い
っ
た
３
者
相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
」
と
も
。

ま
た
、大
阪
事
務
所
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
数
多
く
、

移
住
体
験
ツ
ア
ー
『
し
ま
ね
暮
ら
し
ツ
ア
ー
』
や
、

島
根
フ
ァ
ン
や
先
輩
移
住
者
が
集
ま
る
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
『
本
日
、
し
ま
ね
日
和
』
な
ど
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
先
輩
移
住
者
と
話
せ
る
機

会
は
不
安
解
消
に
も
つ
な
が
り
、
移
住
希
望
者

に
は
心
強
い
こ
と
だ
ろ
う
。

「
ツ
ア
ー
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
な
ど

地
域
住
民
と
の
交
流
会
、
先
輩
移
住
者
の
お
宅

訪
問
、
空
き
家
や
リ
ノ
ベ
物
件
の
見
学
、
生
活

環
境
の
案
内
な
ど
、
移
住
を
よ
り
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
の

こ
と
。
ツ
ア
ー
に
は
大
阪
か
ら
河
野
さ
ん
が
添

乗
す
る
の
も
、
相
談
者
に
は
あ
り
が
た
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
具
体
例
は
尽
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う

に
し
て
、
相
談
者
に
寄
り
添
う
担
当
者
と
出
会

え
る
の
も
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
の
大
阪
事
務
所
を
利
用

す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
ろ
う
。（
西
野
仁
）

を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
早
速
、
移
住
を
考
え
る

際
の
肝
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
ど
こ
の
場
所
で
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
１
０

０
％
理
想
通
り
の
仕
事
や
暮
ら
し
が
待
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
行
平
さ
ん
。「
だ

か
ら
こ
そ
、
何
の
た
め
に
移
住
す
る
の
か
が
大

切
に
な
り
ま
す
」
と
河
野
さ
ん
。

漠
然
と
素
敵
な
暮
ら
し
を
夢
見
る
の
で
は
な
く
、

明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し

て
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
の
第
一
歩
に
な
る
の
が
、
移
住
情
報
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
。
今
ど
き
は
、
た
い
て
い
の
都
道

府
県
に
そ
う
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
用
意
さ

れ
て
い
て
、
島
根
県
だ
と
、
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
が
『
く
ら
し
ま
ね
っ
と
』
を
運
営
し
て

い
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
移
住
支
援
情
報
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
た
動
画
が
あ
り
、「
育
児
を
し
て

い
る
女
性
の
有
業
率
が
全
国
１
位
」「
保
育
所
待

機
児
童
数
が
０
人
」
な
ど
、
島
根
県
は
子
育
て

し
や
す
い
県
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
数
字
で
示

さ
れ
、
求
人
情
報
の
常
時
掲
載
数
や
移
住
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
支
援
な
ど
が
約
２
分
の
う

ち
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
島

根
県
の
移
住
事
情
の
あ
ら
ま
し
が
把
握
し
や
す

い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

「
ま
ず
、『
く
ら
し
ま
ね
っ
と
』
に
会
員
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

会
員
登
録
で
は
、Ｕ
タ
ー
ン
か
Ｉ
タ
ー
ン
か
、
移

住
を
検
討
し
て
い
る
地
域
、
移
住
時
の
家
族
形

態
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
選
択
し
て
い
た

だ
き
、
初
期
段
階
の
整
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
行
平
さ
ん
。
移
住
相
談
に
お
け
る
問
診

票
み
た
い
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
か
ら
先
は
、
大
阪
事
務
所
の
移
住
相
談
ス

タ
ッ
フ
が
、
住
環
境
に
求
め
る
ポ
イ
ン
ト
や
働

き
方
の
希
望
な
ど
、
少
し
ず
つ
具
体
的
な
こ
と

さ
ら
に
、「
国
も
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
支
援
策
を
講

じ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
口
に
移
住
と
い
っ
て
も
、

人
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
も
の
や
求
め

る
も
の
が
違
い
、
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通

り
の
移
住
が
存
在
し
ま
す
」。
こ
の
よ
う
に
、
多

様
な
移
住
の
目
的
や
か
た
ち
が
あ
る
と
、
沖
縄

県
大
阪
事
務
所
主
査
の
石
川
希
さ
ん
は
話
す
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
移
住
を
考
え
た
と
き
、
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
す
ら
、
よ
く
分
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、
じ
つ
は
各
都
道
府
県

の
大
阪
事
務
所
が
頼
り
に
な
る
の
だ
。
幸
い
、

北
区
に
は
数
多
く
の
都
道
府
県
が
大
阪
事
務
所

を
構
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
頼
り
に
な
る
の
か
、

ど
ん
な
ふ
う
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、

移
住
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
島
根
県
大

阪
事
務
所
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
同
事
務
所

に
は
移
住
相
談
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
お
り
、

移
住
相
談
に
手
厚
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

西
天
満
の
島
根
ビ
ル
２
階
の
事
務
所
の
扉
を
押

し
て
な
か
に
入
る
と
、
島
根
出
身
の
移
住
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
行
平
敬
子
さ
ん
と
大
阪

出
身
の
移
住
企
画
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
河
野
良
太
さ

ん
が
迎
え
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
学
生
担
当
の
大

谷
万
里
子
さ
ん
を
加
え
た
３
名
が
、
移
住
相
談

移
住
の
話
を
し
て
い
る
と
よ
く
出
て
く
る
の
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
。
最
近
で
は
Ｊ
タ
ー
ン

と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
っ
て
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
？　
ご
存

じ
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
軽
く
お
さ
ら
い
し

て
お
く
。

Ｕ
タ
ー
ン
と
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
Ａ
地
方
か
ら

ど
こ
か
別
の
Ｂ
地
方
へ
移
り
住
み
、
そ
の
後
に

元
の
Ａ
地
方
へ
戻
り
住
む
こ
と
。Ｉ
タ
ー
ン
は
、

生
ま
れ
故
郷
の
Ａ
地
方
か
ら
ど
こ
か
別
の
Ｂ
地

方
へ
移
り
住
む
こ
と
を
指
し
、一
方
通
行
で
タ
ー

ン
の
要
素
は
な
い
。Ｊ
タ
ー
ン
と
は
生
ま
れ
故
郷

の
Ａ
地
方
か
ら
ど
こ
か
別
の
Ｂ
地
方
に
移
り
住

み
、
そ
の
後
生
ま
れ
故
郷
の
Ａ
地
方
付
近
の
都

市
部
や
周
辺
地
域
に
戻
り
住
む
こ
と
を
指
し
、Ｉ

タ
ー
ン
以
上
Ｕ
タ
ー
ン
未
満
と
な
る
。
他
に
も

た
く
さ
ん
の
タ
ー
ン
現
象
は
あ
る
の
だ
が
、
突

き
詰
め
れ
ば
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
派
生
と
な
る
。

人
の
動
き
を
地
図
上
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
見

立
て
る
と
、
多
様
な
人
口
還
流
の
か
た
ち
が
あ

る
現
在
で
は
、
ど
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
使
用

可
能
と
な
り
、
軽
く
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
崩
壊
し
か

け
タ
ー
ン
（
た
）。

さ
て
、
こ
の
移
住
。
辞
書
で
は
他
の
土
地
ま
た

は
国
へ
移
り
住
む
と
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
大

阪
事
務
所
で
聞
い
た
話
を
整
理
す
る
と
、
移
住

を
考
え
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
た
。

例
え
ば
、
福
岡
県
大
阪
事
務
所
主
任
技
師
の
仲

田
友
希
美
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
人

的
移
動
制
限
も
あ
り
地
方
移
住
は
一
時
停
滞
し

ま
し
た
が
、
都
市
部
に
い
る
こ
と
の
リ
ス
ク
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
余
裕
が
で
き
た
こ

と
で
、
逆
に
移
住
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
外
出
制
限
が
逆
に
在
宅
勤

務
の
か
た
ち
を
生
み
、
通
勤
し
な
く
て
も
よ
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
移
住
の
関
心
が
高
ま

り
ま
し
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

島
根
県
大
阪
事
務
所　
α
に
聞
く
、
移
住
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通
り
の

移
住
の
か
た
ち
が
あ
る

何
の
た
め
に
移
住
す
る
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切

常
に
相
談
者
に
寄
り
添
う

移
住
相
談
を
（
島
根
県
）

勇
気
︵
Ｕ
︶
と
愛
︵
Ｉ
︶
で

移
住
︵
Ｊ
︶
を
決
め
た
︵
タ
ー
ン
︶
ら

大
阪
事
務
所
へ
行
っ
て
み
よ
う

北
区
で
生
ま
れ
北
区
で
育
ち
北
区
で
朽
ち
る
北
区
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド　
西
野
仁ワーケーション

グリーンステイ

空き家バンク 二拠点居住 Jターン

半農半X

お試し移住体験 地域おこし協力隊

移住支援金

+
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都
道
府
県
大
阪
事
務
所
に
焦
点
を
当
て
る
今
号
の

制
作
中
、「
大
阪
市
東
京
事
務
所
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」
と
疑
問
が
湧
き
調
べ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と

現
在
の
所
長
が
元
北
区
役
所
政
策
推
進
課
長
の

高
村
和
則
さ
ん
！　
じ
つ
は
私
の
元
上
司
！　
ご

縁
し
か
感
じ
な
い
状
況
を
知
り
、
早
速
連
絡
を

取
っ
て
み
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
長
は
大
阪
市
の
職
制
で
は
部
長
級
。

３
万
５
千
人
を
超
え
る
大
阪
市
職
員
の
な
か
で
、

部
長
級
以
上
の
職
に
就
く
の
は
３
０
０
人
弱
。
昨

年
の
春
に
昇
任
し
東
京
事
務
所
長
と
な
っ
た
髙
村

さ
ん
の
下
、
副
所
長
１
人
、
係
長
４
人
、
現
地
採

用
の
会
計
年
度
任
用
職
員
１
人
の
計
７
人
体
制
で

東
京
事
務
所
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

東
京
事
務
所
の
主
な
仕
事
は
、
市
長
や
副
市
長
な

ど
が
上
京
し
て
き
た
場
合
の
ア
テ
ン
ド
、
国
会
や

各
省
庁
の
情
報
収
集
、
大
阪
市
の
各
部
局
へ
の
情

報
提
供
で
す
。
大
阪
・
関
西
万
博
を
控
え
市
長
・

副
市
長
の
上
京
も
多
い
よ
う
で
、
そ
の
都
度
、
政

府
関
係
者
な
ど
訪
問
先
と
の
調
整
を
し
、
つ
つ
が

な
く
東
京
で
の
各
種
要
望
や
会
議
出
席
が
お
こ
な

わ
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う
。

ち
な
み
に
大
阪
市
東
京
事
務
所
は
、
現
在
、
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
に
あ
る
都
道
府
県
会
館
の
大

阪
府
東
京
事
務
所
内
に
あ
り
ま
す
。「
昔
は
日
比

谷
公
園
に
あ
る
市
政
会
館
っ
て
い
う
レ
ト
ロ
で

か
っ
こ
い
い
ビ
ル
に
、
単
独
で
事
務
所
を
構
え
て

た
ん
や
け
ど
な
〜
」
と
、
某
先
輩
談
。
昨
今
の
府

市
連
携
の
流
れ
を
受
け
て
、
現
在
は
大
阪
府
・
堺

市
の
東
京
事
務
所
と
一
緒
に
３
事
務
所
が
並
ん
で

席
を
置
き
、
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

各
事
務
所
の
職
員
は
、
他
の
２
事
務
所
の
職
を
併

任
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
連
携
す
る

こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

大
阪
市
の
人
事
異
動
は
、
異
動
の
数
日
前
に
内
示

さ
れ
ま
す
。
さ
す
が
に
東
京
へ
の
異
動
を
数
日
前

に
知
ら
さ
れ
て
も
準
備
が
整
わ
な
い
の
で
、
通
常

よ
り
少
し
前
に
は
教
え
て
も
ら
え
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
東
京
事
務
所
は
３
年
間
の
勤
務
を
基

本
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
阪
を
離
れ
て
東
京
を

志
願
す
る
職
員
は
多
く
な
い
よ
う
で
す
。

わ
、
私
も
、
息
子
た
ち
を
大
阪
に
残
し
て
の
東
京

勤
務
は
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
、
と
つ
い
つ
い
思
っ
て
し

ま
い
ま
す…

。

東
京
で
の
生
活
に
は
、
借
り
上
げ
公
舎
や
単
身
赴

任
手
当
と
い
っ
た
大
阪
市
内
で
働
く
と
き
と
は
違

う
補
助
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
東
京
か
ら
大
阪
ま

で
家
族
に
会
い
に
帰
っ
て
く
る
に
も
交
通
費
が
か

か
り
ま
す
。
で
も
、
東
京
か
ら
大
阪
へ
の
管
外
出

張
の
つ
い
で
に
家
族
に
会
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

私
用
で
帰
阪
す
る
た
め
の
交
通
費
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
ん
な
わ
け
で
単
身
赴
任
と
な
っ
た
髙
村
さ
ん
。

50
代
を
迎
え
て
初
め
て
の
１
人
暮
ら
し
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
日
々
の
家
事
は
当
然
自
分
で
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
簡
単
な
食
事
は
つ
く
っ
て
い

ま
す
よ
。
で
も
、
外
食
が
増
え
た
か
な
？　
冷
凍

食
品
も
充
実
し
て
い
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
」。

慣
れ
な
い
東
京
勤
務
で
す
が
、「
な
ん
で
も
楽
し
も

う
」
と
い
う
精
神
で
向
き
合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
の
上
司
だ
っ
た
と
き
も
、
髙
村
さ
ん
は
明
る
く

接
し
て
く
れ
て
い
た
！

地
元
・
大
阪
か
ら
の
要
望
と
国
政
側
の
考
え
と
、

両
方
の
思
い
が
分
か
る
が
ゆ
え
に
大
変
な
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
東
京
事
務
所
の
職
員
同
士
上
手
く

連
携
を
取
り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
る
よ
う
で

す
。

「
休
日
は
、
気
が
向
け
ば
都
内
を
中
心
に
出
掛
け

て
い
ま
す
。
東
京
勤
務
だ
か
ら
こ
そ
の
経
験
を
大

切
に
し
た
い
で
す
ね
」。（
終
）

を
し
て
い
る
の
か
？

何

大
阪
市
の
東
京
事
務
所
は

大
阪
市
に
は
東
京
事
務
所
が
あ
る
と
、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

そ
ん
な
こ
と
よ
り
髙
村
さ
ん
、

東
京
へ
は
単
身
赴
任
で
す
か
？

都道府県大阪事務所の魅力を知るも平日なのでめったに行けない
悲しき公務員 愛媛県出身の秋山暁子

阪急阪神東宝グループの創業者の小林一三は山梨県出身で
大阪山梨県人会の最高顧問も務めた
同会では定期的に小林一三記念館の見学会を実施している

佐
賀
県
と
大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
振
興
会
は

毎
年
１
月
に
同
ビ
ル
で
餅
つ
き
を
お
こ
な
い

つ
き
た
て
の
餅
を
通
行
人
に
振
る
舞
っ
て
い
る

米
は
佐
賀
県
が
提
供

長
崎
県
大
阪
事
務
所
に
は

軍
艦
島
の

ジ
オ
ラ
マ
が
あ
る

数
多
く
の
大
阪
事
務
所
が
並
ぶ
大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
で
は

毎
年
12
月
に
﹁
ふ
る
さ
と
の
観
光
と
名
産
品
ま
つ
り
﹂
を
開
催
し

お
国
自
慢
の
名
産
品
を
販
売
し
て
い
る

泉の広場すぐ西にある「新潟をこめ」は

キタにある唯一の

都道府県の常設アンテナショップ

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
西
隣
の
ス
ポ
ッ
ト
で
は

い
ろ
ん
な
都
道
府
県
の
名
産
品
が

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
る

めったに登場しない
青森県の決め手くん

島
根
県
大
阪
事
務
所
が
入
る
島
根
ビ
ル
は

名
前
が
お
な
じ
だ
が

島
根
県
の
持
ち
ビ
ル
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

ディアモール大阪円形広場横には
都道府県の名産品が
ポップアップで販売される
スポットがある

ミ
ス
タ
ー
大
阪
事
務
所
と

呼
ば
れ
た
名
物
所
長
の

広
瀬
信
吾
山
梨
県
大
阪
事
務
所
長
が

つ
い
に
山
梨
県
へ
異
動
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

福島県大阪事務所内にある

福島県観光物産館大阪サテライトショップには

スタンプカードがあり、

1000 円ごとに 1スタンプが押され、

スタンプ 20 個で 500 円券となる。

毎週水曜は 2倍デー。

どの都道府県大阪事務所にも

膨大な種類のパンフが

配架されており、

どれもお金がかかっており

デザイン的にすぐれたものが多い。

駆け出しのデザイナーさんは、

お金を出して参考書を買うより、

各大阪事務所をめぐって、

優れたパンフ類を持ち帰るほうが

よほど勉強になる。

しかもすべてタダ！

「ふるさとの観光と名産品」で販売される
長野県の吊るしベーコンは
開店前から人が並ぶほどの人気

熊本県大阪事務所には、HONDAの今はなき
モンキーが展示されている。
しかも、くまモンとコラボ！

大
抵
の
都
道
府
県
に
は

県
民
手
帳
が
あ
っ
て

だ
い
た
い
の
大
阪
事
務
所
で

販
売
さ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
ら
︑

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
︑

ド
ー
ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
に

常
設
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

岩
手
・
青
森
え
ぇ
も
ん

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
っ
た
︒

ご
め
ん
ご
め
ん
ご
め
ん
！

お
酒
を
販
売
し
て
い
な
い

都
道
府
県
大
阪
事
務
所
は

酒
類
販
売
業
免
許
を

取
得
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い

物
販
を
し
て
い
る
大
阪
事
務
所
は
観
光
連
盟
な
ど
の
人
が
常
駐
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

物
販
を
し
て
い
な
い
大
阪
事
務
所
は
都
道
府
県
職
員
し
か
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

阪
急
大
阪
梅
田
駅
２
階
中
央
改
札
内
に

都
道
府
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

期
間
限
定
で
出
店
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

改
札
内
と
い
う
の
が
少
し
変
わ
っ
て
い
る
。

福島県大阪事務所では

福島産の旬の果物が

定期的に販売される

今年 7 月に旧大阪中央郵便局跡地にオープンする
「KITTE 大阪」2 階は、全国のアンテナショップ
「Feel JAPAN Journey（ええもん にっぽんめぐり）」！

天神橋２丁目商店街の南森町交差点北側では
いろんな都道府県の名産品が
ポップアップで販売される

都道府県
大阪事務所

長崎県の「坂道のアポロン」
熊本県の「放課後ていぼう日誌」
長野県の「サマーウォーズ」など

アニメ好きにはたまらん
聖地巡礼マップが

大阪事務所で手に入ることが多い

長野県の牛乳パンや沖縄県のゼブラパンなどのレアものが大阪事務所で売られることも

大阪には 34 の都道府県が大阪事務所を置いている

うち、キタには 26 の都道府県が大阪事務所を置いている

大阪駅前第 1ビルには 16 道県

大阪駅前第 3ビルには 5県

大阪駅前第 4ビルには 1県

独立系が 4県

これまでに大阪から撤退した都道府県は 6県

→

キミは誰？
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都
道
府
県
大
阪
事
務
所
に
は
マ
ッ
プ
が
い
っ
ぱ
い

都
道
府
県
大
阪
事
務
所
に
は
マ
ッ
プ
が
い
っ
ぱ
い

あ
え
て
事
務
所
で
紙
の
マ
ッ
プ
を
広
げ
て
、

地
図
に
ワ
ク
ワ
ク
を
取
り
戻
せ
！

あ
え
て
事
務
所
で
紙
の
マ
ッ
プ
を
広
げ
て
、

地
図
に
ワ
ク
ワ
ク
を
取
り
戻
せ
！

考
現
學

考
現
學

北
区

マ
ッ
プ

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

マ
ッ
プ
の
研
究
者
が
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、
資

料
と
な
る
マ
ッ
プ
を
収
集
す
る
こ
と
で
す
が
、
各

地
域
で
制
作
さ
れ
て
い
る
マ
ッ
プ
は
、
基
本
的
に

は
現
地
に
行
か
な
い
と
入
手
で
き
な
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
出
不
精
の
私
に
と
っ
て
は
そ
れ

が
大
き
な
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
た
び
都

道
府
県
大
阪
事
務
所
に
は
全
国
各
地
の
マ
ッ
プ
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
こ
と
が
発
覚
！　
な
ん
と

い
う
灯
台
下
暗
し…

。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
、
じ
つ
は
都
道
府
県
大
阪
事
務
所
は
、

観
光
情
報
を
収
集
す
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の
場
な

の
で
す
。
そ
こ
で
、
普
段
は
北
区
内
が
対
象
の

マ
ッ
プ
を
紹
介
す
る
本
コ
ラ
ム
で
す
が
、
今
回
は

拡
大
版
と
し
て
、
北
区
内
の
都
道
府
県
大
阪
事
務

所
に
あ
る
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

各
事
務
所
に
行
く
と
、
そ
こ
に
は
大
小
あ
れ
ど
、

い
わ
ば
「
マ
ッ
プ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
す
べ
て
の
マ
ッ
プ
を
持
ち
帰
ろ
う

と
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
バ
ッ
グ
が
満
杯
に

な
り
ま
す
。
自
分
だ
け
で
は
ら
ち
が
明
か
ず
、
編

集
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
て
、
な
ん
と
か
北
区
内

の
全
事
務
所
か
ら
マ
ッ
プ
を
か
き
集
め
、
自
宅
に

保
管
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
書
斎
が
大
き
く
占

拠
さ
れ
る
こ
と
に
。
こ
れ
で
も
全
部
で
は
な
い
の

で
す
が
、
１
つ
１
つ
の
マ
ッ
プ
に
目
を
通
し
て
い
る

と
日
が
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
マ
ッ
プ
研
究

者
に
と
っ
て
は
ぜ
い
た
く
な
時
間
で
す
。

さ
て
、
マ
ッ
プ
の
中
身
で
す
が
、
大
阪
事
務
所
が

扱
う
も
の
な
の
で
、
自
治
体
や
観
光
連
盟
が
発
行

し
た
行
政
単
位
の
観
光
マ
ッ
プ
が
大
半
を
占
め
ま

す
。
た
だ
、
な
か
に
は
小
さ
な
ま
ち
や
離
島
を
対

象
に
し
た
マ
ッ
プ
、
民
間
発
行
の
マ
ッ
プ
な
ど
も

あ
り
、
じ
つ
に
多
種
多
様
。
全
県
の
総
合
的
な
観

光
マ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
ブ
／
サ
イ
ク
リ
ン

グ
／
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
／
散
策
な
ど
目
的
別
に
テ
ー

マ
が
設
定
さ
れ
た
マ
ッ
プ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

前
者
は
か
な
り
大
判
の
紙
に
全
域
的
に
描
か
れ
る

の
が
基
本
で
す
が
、
後
者
の
う
ち
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ
は
自
転
車
で
携
帯
し
や
す
い
よ
う
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
折
り
畳
め
る
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、
用

途
・
テ
ー
マ
に
応
じ
た
サ
イ
ズ
感
の
違
い
も
楽
し

め
ま
す
。
公
的
な
機
関
が
扱
う
マ
ッ
プ
に
は
な
ん

と
な
く
凡
庸
で
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
は
予
算
の
投
下
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ッ
プ
も
増
え
、
地
域
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

そ
の
な
か
で
も
特
に
マ
ッ
プ
の
充
実
度
が
高
か
っ
た

の
が
、
熊
本
県
と
三
重
県
。
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
は

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
制
作
の
経
緯
や
工
夫
な
ど
を
た
ず
ね
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
場
で
マ
ッ
プ
が
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
て
、
両
県

の
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

熊
本
県
大
阪
事
務
所
で
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
主
任
主
事
の
竹
田
耕
岳
さ
ん
。
来
所
者
に
は
、

ま
ず
熊
本
の
ど
こ
に
行
き
た
い
か
、
ど
の
交
通
手

段
で
移
動
す
る
か
を
た
ず
ね
、
全
県
の
総
合
ガ
イ

ド
「
く
ま
も
と
旅
マ
ッ
プ
」
や
、
主
要
観
光
地
の

間
の
所
要
時
間
・
距
離
が
記
載
さ
れ
た
マ
ッ
プ
、

電
車
や
バ
ス
の
時
刻
表
な
ど
を
見
て
も
ら
い
な
が

ら
、
そ
の
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
提
案
を
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
ま
る
で
旅
行
会
社
の
よ
う
で
す
が
、

旅
行
会
社
よ
り
も
県
内
の
マ
ッ
プ
が
豊
富
に
取
り

揃
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
地
元
を
よ
く
知
る
ス

タ
ッ
フ
が
い
ろ
い
ろ
な
マ
ッ
プ
を
繰
り
出
し
な
が
ら
、

よ
り
き
め
細
か
い
観
光
案
内
が
で
き
る
の
が
県
事

務
所
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。
事
務
所
に
あ
る

マ
ッ
プ
の
な
か
で
個
人
的
に
気
に
な
っ
た
の
が
、
す

べ
て
手
描
き
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
が
か
わ
い
い
「
ナ

ゴ
ミ
め
ぐ
り
タ
ク
シ
ー
ガ
イ
ド
」（
和
水
町
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
）。
和
水
町
周
辺
は
公
共
交
通

が
不
便
な
た
め
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
案
内
を
兼
ね
、

タ
ク
シ
ー
で
め
ぐ
る
３
つ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
、
所

要
時
間
・
金
額
と
と
も
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
私
に
と
っ
て
は
貴

重
な
マ
ッ
プ
で
す
が
、
さ
ら
に
は
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
な
か
っ
た
和
水
町
と
い
う
小
さ
な
ま
ち
へ
の

興
味
が
増
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
天
草
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
」（
天
草
宝
島
観
光
協

会
）
は
、
風
光
明
媚
な
天
草
の
島
々
が
生
き
生
き

と
描
か
れ
、
全
景
を
広
く
見
晴
ら
す
こ
と
が
で
き

る
立
体
的
な
鳥
瞰
図
風
の
マ
ッ
プ
で
、
イ
ラ
ス
ト

の
域
を
超
え
た
緻
密
で
味
わ
い
深
い
表
現
が
、
旅

情
を
か
き
立
て
ま
す
。

竹
田
さ
ん
は
熊
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
こ
の
よ
う

な
マ
ッ
プ
１
つ
１
つ
に
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
特
に

コ
ロ
ナ
禍
の
前
と
後
で
は
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設

の
情
報
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の

チ
ェ
ッ
ク
に
は
抜
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身

も
旅
行
に
行
く
際
に
は
他
県
の
事
務
所
に
立
ち
寄

り
、
そ
こ
に
あ
る
マ
ッ
プ
を
広
げ
な
が
ら
「
ど
こ

の
温
泉
に
行
こ
う
か
」
な
ど
と
計
画
を
練
る
の
だ

そ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ホ
ス
ト
に
ま
わ
る
際
に
は
、

マ
ッ
プ
を
用
い
た
観
光
案
内
に
こ
こ
ま
で
力
を
注

が
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

続
い
て
三
重
県
関
西
事
務
所
を
訪
れ
る
と
、
マ
ッ

プ
が
部
屋
じ
ゅ
う
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
と
に

か
く
そ
の
種
類
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
町
単

位
で
も
細
か
く
分
類
さ
れ
て
お
り
、
菰
野
（
こ
も

の
）
町
や
度
会
（
わ
た
ら
い
）
町
な
ど
、
あ
ま
り

聞
き
な
じ
み
の
な
い
ま
ち
に
も
い
ろ
い
ろ
な
マ
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。
津
の
う
な
ぎ
グ
ル
メ
「
う
ま
っ
ぷ
」

（
津
市
観
光
協
会
）
や
、「
松
阪
鶏
焼
き
肉
と
り

と
り
マ
ッ
プ
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 Do it 

松
阪
）な

ど
、
ご
当
地
グ
ル
メ
系
の
マ
ッ
プ
も
。
営
業
推
進

課
主
事
の
瀬
古
京
佳
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
三
重
県

の
な
か
で
も
こ
こ
ま
で
マ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
場
所

は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
県
庁
よ
り
も
多
い

の
は
間
違
い
な
い
で
す
が
、
も
し
か
す
る
と
観
光

連
盟
よ
り
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
。

確
か
に
観
光
案
内
所
で
は
、
そ
の
地
域
周
辺
の

マ
ッ
プ
は
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
県

内
全
域
の
マ
ッ
プ
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
熊
本
県
大
阪
事
務
所
と
同
様
に
、

来
所
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
宜
マ
ッ
プ
を
紹
介

し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、「
三
重
は
意
外
と
観
光
地

が
多
い
の
で
、
伊
勢
志
摩
に
行
く
つ
い
で
に
、
そ

の
周
辺
に
も
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
く
て
、
そ
う
い
う

と
き
に
度
会
町
の
マ
ッ
プ
な
ど
が
役
立
ち
ま
す
」

と
瀬
古
さ
ん
。
そ
ん
な
瀬
古
さ
ん
が
「
行
政
に
は

つ
く
れ
な
い
攻
め
た
マ
ッ
プ
」
と
し
て
プ
ッ
シ
ュ
す

る
の
は
、
地
元
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
が
松

阪
の
歓
楽
街
で
あ
る
愛
宕
町
を
対
象
に
ス
ナ
ッ

ク
・
バ
ー
・
キ
ャ
バ
ク
ラ
な
ど
の
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
し
た
「
愛
宕
純
愛
マ
ッ
プ
」（vacant

）

で
す
。
こ
の
よ
う
な
マ
ッ
プ
を
デ
ィ
グ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
大
阪
事
務
所
な
ら
で
は
。
ま
た
、
副

所
長
の
瀧
川
佳
昭
さ
ん
が
「
お
す
す
め
は
こ
れ
と

決
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
即
答
し
た
の
は
、「
ゆ
る
旅

す
ぽ
っ
と
伊
勢
志
摩
」（
伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
構
）。
理
由
は
、「
か
つ
て
自
分
で
つ

く
っ
た
か
ら
」
で
、
写
真
撮
影
も
ご
自
身
で
さ
れ

た
の
だ
と
か
。
ま
さ
か
事
務
所
に
マ
ッ
プ
の
制
作

者
が
お
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

三
重
県
関
西
事
務
所
に
マ
ッ
プ
が
と
り
わ
け
充
実

し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
観
光
関
連
部
署
と
の

結
び
付
き
の
強
さ
ゆ
え
な
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

三
重
が
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
二
宮
和
也
主
演
の
『
浅

田
家
！
』
や
、
目
黒
蓮
主
演
の
『
わ
た
し
の
幸
せ

な
結
婚
』
と
い
っ
た
映
画
作
品
の
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ

を
出
し
た
と
き
に
は
、
普
段
は
事
務
所
に
無
縁
の

若
い
女
性
フ
ァ
ン
た
ち
が
マ
ッ
プ
目
当
て
に
殺
到
し

た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
瀧
川
さ
ん
は
「
心
配
事
も
あ
る
ん
で

す
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、「
最
近
は
三
重
県
で

も
紙
の
マ
ッ
プ
が
減
っ
て
き
て
い
て
、
代
わ
り
に
ｗ

ｅ
ｂ
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
観

光
連
盟
が
つ
く
っ
て
い
た
マ
ッ
プ
も
、
も
う
な
い
も

の
が
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
確

か
に
最
近
は
紙
の
マ
ッ
プ
を
使
わ
な
く
て
も
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
み
で
旅
行
は
完
結
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
大
阪
事
務
所
の
竹
田
さ
ん
も
「
カ
ー
ナ
ビ

や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
済
む
と
い
う
人
は
こ
こ
に

は
来
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
。「
そ
れ
で
も
、
大
阪

事
務
所
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
な
い
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
だ

と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
紙
の
マ
ッ
プ
に

は
、
自
分
か
ら
情
報
を
取
り
に
行
く
感
覚
が
あ
り

ま
す
。
紙
を
広
げ
る
こ
と
で
、
ど
こ
に
行
こ
う
か

と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ん
で
す
」
と
竹
田
さ
ん
は
熱
く

語
り
ま
す
。
今
や
現
地
で
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に

は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
す
が
、
や
は
り

旅
の
計
画
時
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
メ
ニ
ュ
ー
を

広
げ
る
と
き
の
よ
う
に
、
マ
ッ
プ
を
広
げ
て
舌
な

め
ず
り
し
た
い
も
の
。「
旅
は
計
画
し
て
い
る
と
き

が
１
番
楽
し
い
」
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
の
は
、

マ
ッ
プ
を
広
げ
る
・
眺
め
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

通
し
て
、
未
読
の
新
し
い
物
語
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
市
販
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
、
定
番
の
筋
書
き
が
用
意
さ
れ
、
そ

れ
を
な
ぞ
る
だ
け
の
旅
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
そ

れ
に
対
し
て
、
大
阪
事
務
所
に
並
ぶ
多
彩
な
マ
ッ

プ
は
、
よ
り
多
く
の
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

選
択
肢
が
多
過
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
な
に
を
選
べ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
も
の
で
す
が
、
そ
ん
な

と
き
は
き
っ
と
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
か
ら
断
片
的
な
情
報
を
引
き
出

す
だ
け
で
な
く
、
旅
行
会
社
や
市
販
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
っ
て
つ
く
り
込
ま
れ
た
台
本
を
読
む

だ
け
で
も
な
く
、
あ
え
て
事
務
所
で
マ
ッ
プ
を
広

げ
、
ス
タ
ッ
フ
と
対
話
す
る
こ
と
で
、
旅
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
く
。
都
道
府
県
大
阪
事
務
所
に
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
地
図
に
ワ
ク
ワ
ク
を
取
り
戻
す

可
能
性
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。（
終
）

拡

大

版

岡
山
県
生
ま
れ
香
川
県
育
ち
大
阪
府
在
住
の
奈
良
県
立
大
学
地
域
創
造
学
部
准
教
授
松
岡
慧
祐
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今
年
の
鳥
取
県
は

「
と
っ
と
リ
ュ
ウ
県
」
推
し
！

鳥
取
県
っ
て

龍
に
見
え
ま
す
よ
ね
？

ね
！

聞
き
手
・
書
き
手
／
秋
山
暁
子

鳥
取
県
関
西
本
部
本
部
長

高
務
裕
子
さ
ん

た
か
つ
か
さ

置
く
ポ
イ
ン
ト
が
少
し
違
う
よ
う
で
す
。

東
京
本
部
は
、
主
に
中
央
省
庁
と
の
パ
イ
プ
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
鳥
取
県
の
課
題
や
要
望

を
伝
え
た
り
予
算
な
ど
国
の
情
報
を
集
め
ま
す
。

観
光
情
報
の
発
信
や
県
産
品
の
販
路
促
進
に
注

力
し
て
い
る
関
西
本
部
と
は
異
な
る
動
き
で
す
。

「
東
京
ま
で
県
産
品
を
届
け
る
に
は
輸
送
コ
ス
ト

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
安
価
な
農
作

物
な
ど
は
、
特
徴
が
な
い
と
東
京
近
郊
の
自
治
体

と
の
競
合
に
勝
つ
の
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
」。

東
京
本
部
が
あ
る
都
道
府
県
会
館
に
は
、
各
都

道
府
県
の
東
京
事
務
所
が
入
っ
て
お
り
、
交
流

も
あ
る
そ
う
で
す
。「
鳥
取
県
は
中
国
地
方
の
集

ま
り
に
も
参
加
し
ま
す
が
、
一
方
で
関
西
広
域

連
合
に
も
所
属
し
て
い
る
か
ら
、
そ
ち
ら
に
も

呼
ん
で
も
ら
え
て
。
な
ん
だ
か
お
得
だ
な
〜
と

思
い
ま
し
た
」
と
笑
う
高
務
さ
ん
は
、
明
る
く

社
交
的
で
、
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
と
い
う
少

女
時
代
が
、
や
っ
ぱ
り
、
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

「
関
西
は
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。
会
議
で
も
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
言
い
ま
す
し
。
中
国
地

方
と
は
カ
ラ
ー
が
違
い
ま
す
。
思
っ
た
こ
と
を

言
っ
て
い
い
ん
だ
！
と
気
付
き
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」。

さ
ら
に
、
高
務
さ
ん
は
、
大
阪
は
経
済
の
ま
ち
・

商
人
の
ま
ち
だ
と
実
感
し
た
そ
う
で
す
。「
鳥
取

県
の
こ
と
を
い
つ
も
気
に
掛
け
て
く
れ
る
大
阪

の
社
長
さ
ん
と
話
を
し
て
い
た
と
き
に
、
自
分

が
も
う
け
る
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
で
盛
り

上
が
ら
な
い
と
、
と
考
え
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
広
い
範
囲
で
物
事
を
見
て
い
る
ん
だ

な
、
と
。
イ
ベ
ン
ト
で
鳥
取
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米

『
星
空
舞
』
を
ま
ず
は
食
べ
て
も
ら
お
う
と
小
袋

に
入
れ
て
配
っ
て
い
た
ら
、
な
ん
で
お
い
し
い

も
の
を
タ
ダ
で
配
る
ん
だ
？
と
指
摘
さ
れ
て

ハ
ッ
と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
」。

関
西
本
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
県
産
品
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
関
西
を
駆
け
ま
わ
る
日
々
。
特

に
楽
し
い
の
は
、
関
西
の
シ
ェ
フ
の
み
な
さ
ん

と
の
お
仕
事
だ
そ
う
。「
普
段
の
外
食
で
食
材
の

産
地
を
気
に
す
る
人
は
少
な
い
け
れ
ど
、
一
流

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
の
み
な
さ
ん
に
鳥
取
県

の
食
材
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
、
お
客
さ
ま
に

提
供
す
る
と
き
に
説
明
を
加
え
て
く
れ
ま
す
。

シ
ェ
フ
を
鳥
取
県
に
招
い
て
生
産
の
現
場
を
見

て
も
ら
い
、
生
産
者
と
の
意
見
交
換
を
し
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
」。
鳥
取
県

の
外
に
出
た
か
ら
こ
そ
気
付
け
る
良
さ
を
知
っ

た
り
、
県
民
以
上
に
鳥
取
県
の
良
さ
を
知
っ
て

い
る
人
に
出
会
っ
て
教
え
て
も
ら
う
機
会
も
あ

り
、
鳥
取
愛
は
膨
れ
上
が
る
一
方
の
よ
う
で
す
。

鳥
取
愛
を
た
く
さ
ん
語
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、

「
そ
う
そ
う
、
こ
れ
は
言
わ
せ
て
ほ
し
い
ん
で

す
！
」
と
高
務
さ
ん
。
鳥
取
県
は
、
全
国
の
都

道
府
県
庁
の
な
か
で
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性

割
合
が
、
１
番
多
い
そ
う
で
す
。
東
京
本
部
と

関
西
本
部
、
も
う
１
つ
県
外
事
務
所
で
名
古
屋

代
表
部
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
両
本
部
長
・
部

長
の
３
人
と
も
が
女
性
。「
三
人
官
女
っ
て
言
わ

れ
て
る
ん
で
す
（
笑
）」。

も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
就
職
し
た
頃
は
お
茶
く
み
は
女
性
の
仕
事

と
さ
れ
て
い
た
り
、
正
月
明
け
は
振
袖
で
出
勤

し
た
り
。
時
代
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
が
、
元
鳥
取
県
知
事
の
片
山
善
博
氏
が
女

性
の
管
理
職
登
用
を
積
極
的
に
進
め
た
の
も
大

き
な
一
因
で
す
。
残
業
が
多
く
男
性
ば
か
り

だ
っ
た
財
政
課
に
女
性
の
主
計
員
が
配
属
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
高
務
さ
ん
も
２
人
目
の
女
性

職
員
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
の
先
輩

が
切
り
開
い
た
道
を
、
さ
ら
に
切
り
開
い
て
い

く
高
務
さ
ん
。
課
長
補
佐
に
な
っ
た
と
き
、
次

長
級
の
女
性
の
先
輩
か
ら
「
私
の
時
代
は
討
論

す
る
機
会
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
の
女
性
は

議
論
に
慣
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
印

象
的
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

鳥
取
県
は
女
性
の
就
業
率
が
高
い
県
。
共
働
き

家
庭
が
多
い
た
め
か
、
女
性
も
運
転
し
や
す
い

軽
自
動
車
の
保
有
率
が
高
く
、
簡
単
に
つ
く
れ

る
カ
レ
ー
の
ル
ー
消
費
量
が
多
い
と
か
。
そ
の

一
方
で
女
性
の
ス
ト
レ
ス
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

「
自
宅
と
職
場
と
の
距
離
が
近
く
、
自
分
の
時
間

を
持
ち
や
す
い
の
か
な
？
と
思
い
ま
す
。
保
育

所
な
ど
も
充
実
し
て
い
て
働
き
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
し
、
都
会
と
違
っ
て
広
々
の
ん

び
り
し
て
い
ま
す
か
ら
」。

最
後
に
高
務
さ
ん
か
ら
見
た
、
大
阪
・
キ
タ
を
。

「
キ
タ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
。
天
神
橋

筋
商
店
街
な
ど
も
活
気
が
あ
り
ま
す
し
、
大
阪

駅
前
ビ
ル
の
地
下
に
も
た
く
さ
ん
の
店
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
都
会
に
長
屋
が
並
ぶ
景
色
も
あ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
集

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
お

店
？
　
大
阪
の
人
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
文
化
を
大
事

に
し
て
い
る
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
私
、
コ
ー

ヒ
ー
が
好
き
な
ん
で
す
。
サ
イ
フ
ォ
ン
で
丁
寧

に
ド
リ
ッ
プ
し
て
く
れ
た
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
が

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
出
て
き
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
愛
・

プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ま
す
ね
」。（
終
）

今
号
で
焦
点
を
当
て
た
の
は
、
都
道
府
県
大
阪
事

務
所
。
取
材
を
進
め
る
な
か
、
鳥
取
県
関
西
本
部

長
に
高
務
（
た
か
つ
か
さ
）
裕
子
さ
ん
と
い
う
女

性
が
就
任
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
訪
ね
ま
し
た
。

鳥
取
県
関
西
本
部
が
あ
る
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
に

は
、
山
梨
県
・
熊
本
県
・
大
分
県
・
沖
縄
県
の
大

阪
事
務
所
が
入
居
し
て
お
り
、
今
回
の
情
報
を
提

供
し
て
く
れ
た
の
が
山
梨
県
の
事
務
所
長
。
大
阪

駅
前
第
１
・
３
・
４
ビ
ル
に
は
、
計
22
道
県
の
大

阪
事
務
所
が
集
ま
っ
て
お
り
、
お
互
い
に
情
報
交

換
も
す
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

鳥
取
県
関
西
本
部
の
扉
を
押
し
て
な
か
に
入
る
と
、

ほ
か
の
都
道
府
県
大
阪
事
務
所
と
た
が
わ
ず
県
内

各
所
の
観
光
案
内
・
移
住
促
進
・
企
業
誘
致…

さ

ま
ざ
ま
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
迎
え
て
く
れ
、
立
ち

止
ま
っ
て
思
わ
ず
眺
め
て
し
ま
い
ま
す
。
鳥
取
県

＝
ナ
シ
！
　
砂
丘
！
　
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

が
、
カ
ニ
を
忘
れ
て
た
！
　
イ
チ
ゴ
も
が
ん
ば
っ

て
る
ん
だ
〜
！
　
と
見
て
い
る
と
、
事
務
所
の
奥

か
ら
１
人
の
女
性
が
に
こ
に
こ
顔
で
駆
け
寄
っ
て

来
て
、「
こ
ん
に
ち
は
、
本
部
長
の
高
務
で
す
」
と
。

あ
い
さ
つ
が
済
む
と
す
ぐ
、
棚
か
ら
「
こ
れ
が
い

い
か
な
」
と
冊
子
を
数
冊
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
向

か
う
廊
下
に
は
、
１
粒
の
米
の
写
真
の
上
に
大
き

な
文
字
で
『
星
空
舞
』
と
書
か
れ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン

が
置
か
れ
て
お
り
、「
今
い
ち
押
し
の
県
の
ブ
ラ

ン
ド
米
で
す
」。
卯
年
の
去
年
、
因
幡
の
白
兎
で

推
し
て
い
た
鳥
取
県
、
辰
年
は
な
に
で
推
そ
う
か

と
、
眺
め
て
い
る
と…

ほ
ら
、
か
た
ち
が
龍
に
見
え

て
き
た
！
　
と
い
う
こ
と
で
「
と
っ
と
リ
ュ
ウ
県
」

で
推
し
て
い
る
、
な
ん
て
豆
知
識
を
い
た
だ
き
つ
つ
、

会
議
室
に
入
り
、
取
材
ス
タ
ー
ト
！
で
す
。

「
お
生
ま
れ
は
鳥
取
で
す
か
？
」。
最
初
の
質
問

を
し
た
瞬
間
、「
で
は
早
速…

」
と
笑
い
な
が
ら

鳥
取
県
の
地
図
を
広
げ
る
高
務
さ
ん
。
鳥
取
県

の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
出
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
高
務
さ
ん
が
生

ま
れ
た
の
は
米
子
市
。
東
西
に
長
い
鳥
取
県
で

は
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。「
で
も
、
米
子
の

記
憶
は
あ
ま
り
な
く
て…

」。

「
両
親
の
仕
事
の
関
係
で
２
〜
３
年
で
引
っ
越
し

す
る
生
活
で
し
た
の
で
、
生
ま
れ
た
の
は
米
子

で
す
が
記
憶
に
あ
る
の
は
鳥
取
市
に
住
ん
で
い

た
と
き
く
ら
い
か
ら
か
な
」
と
高
務
さ
ん
。
い

わ
ゆ
る
転
勤
族
で
し
た
が
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
あ
ち
こ
ち
へ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
小
学

１
年
生
で
鳥
取
市
、
２
〜
６
年
生
は
広
島
市
、

中
学
１
〜
２
年
生
で
米
子
市
に
戻
り
、
中
学
３

年
生
と
高
校
に
通
う
３
年
間
は
鳥
取
市
、
そ
し

て
大
学
進
学
で
広
島
市
へ
と
、
鳥
取
県
と
広
島

県
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
引
っ
込
み
思
案
で
本
が
好
き
な
子
ど
も
だ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
場
所
に
な
じ
ん
で
い
く
こ
と

が
得
意
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
を
合
わ
せ
て
い

く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
楽
し

み
を
満
喫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。
転

校
生
な
ら
で
は
の
苦
労
よ
り
も
、
楽
し
み
を
見

つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

に
こ
や
か
に
話
す
現
在
の
高
務
さ
ん
か
ら
は
、

引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
幼
少
期
は
ま
っ
た
く
想

像
で
き
ま
せ
ん
。
す
る
と
、「
私
は
覚
え
て
な
く

て
、
親
か
ら
聞
い
た
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
」
と
、

と
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
２
歳
年
上
の
姉
が
い
る
ん
で
す
、
２
人
姉
妹
。

姉
は
活
発
で
、
よ
く
穴
に
落
ち
た
り
洞
穴
に

入
っ
た
り
し
て
、
い
な
く
な
っ
た
！
と
騒
が
れ

る
よ
う
な
タ
イ
プ
で
し
た
。
あ
る
日
、
私
も
い

な
く
な
っ
た
！
と
大
騒
ぎ
に
な
り
、
そ
こ
ら

じ
ゅ
う
を
探
し
て
ま
わ
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
く

て
。
家
に
帰
っ
た
ら
、
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
そ

う
で
す
。
誰
に
も
気
付
か
れ
な
い
く
ら
い
、
静

か
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」。

読
書
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
高
務
さ
ん
が
当
時

読
ん
で
い
た
本
は
、『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』、『
三

銃
士
』、『
あ
あ
無
情
』、『
指
輪
物
語
』
な
ど
世

界
文
学
が
ず
ら
り
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
に

入
り
込
み
、
主
人
公
に
な
っ
た
気
分
で
冒
険
を

楽
し
む
の
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
じ
つ
は

国
語
の
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
て
」
と
続
け
ま

す
。
小
学
生
の
頃
か
ら
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で

い
た
お
か
げ
で
、
文
章
を
読
む
の
は
今
で
も
得

意
。「
仕
事
で
役
職
が
上
が
る
に
つ
れ
、
自
分
が

書
く
だ
け
で
な
く
部
下
の
書
い
た
文
章
を
直
す

機
会
も
増
え
ま
す
。
今
だ
と
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め

の
文
章
や
あ
い
さ
つ
文
、
寄
稿
文
と
い
ろ
い
ろ

な
文
章
を
添
削
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

苦
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
」。

広
島
市
の
大
学
を
卒
業
後
、
高
務
さ
ん
が
就
職

し
た
の
は
、
社
会
人
教
育
を
お
こ
な
う
広
島
市

の
民
間
企
業
。
教
員
免
許
は
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
の
人
生
を
背
負
う
こ
と
の
重
さ
を
考
え
た

と
き
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
て

お
き
た
い
と
い
う
思
い
も
浮
か
び
、
外
国
人
に
日

本
語
を
教
え
る
仕
事
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
就
職
し
て
間
も
な
く
、
京
都
に
い
た

お
姉
さ
ん
か
ら
「
結
婚
し
て
京
都
で
暮
ら
す
か

ら
、
も
う
鳥
取
に
は
帰
ら
な
い
」
と
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。「
鳥
取
に
は
両
親
が
い
て
、
て
っ

き
り
姉
が
帰
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

年
を
取
っ
て
い
く
両
親
を
離
れ
た
地
に
置
い
て

お
く
の
は
心
配
だ
し
、
私
が
鳥
取
に
帰
ろ
う
か

な
と
い
う
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
」。
そ
の

と
き
に
就
職
先
と
し
て
考
え
た
の
が
鳥
取
県
庁
。

ま
ず
は
試
験
を
受
け
て
み
よ
う
！
と
挑
戦
し
て

見
事
合
格
。
２
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
、
鳥
取

県
職
員
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）、
高
務
さ
ん
、

24
歳
の
こ
と
。

「
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
で
き
る
の
が
魅
力
だ
な
、

と
思
っ
た
ん
で
す
」。
鳥
取
県
庁
で
は
３
年
お
き

く
ら
い
に
人
事
異
動
で
部
署
が
変
わ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
幅
広
い
経
験
を
積
ん
で
い
く
そ

う
で
す
。
高
務
さ
ん
も
、
国
際
交
流
、
環
境
問
題
、

高
齢
者
福
祉
、
財
政
と
経
験
し
て
管
理
職
に
進

ん
だ
と
の
こ
と
。

高
務
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
お
仕
事
は
？
　「
鳥

取
県
倉
吉
市
で
、
世
界
中
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
関
係
者
が
集
う
国
際
会
議
が
開

催
さ
れ
た
ん
で
す
。
日
本
で
初
め
て
の
開
催
で

し
た
」。
民
間
団
体
が
誘
致
し
た
「
ワ
ー
ル
ド
ト

レ
イ
ル
ズ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
鳥
取
県
と
し

て
支
援
し
た
そ
う
。
鳥
取
県
民
の
１
日
の
歩
行

数
は
、
な
ん
と
日
本
の
な
か
で
最
下
位
ク
ラ
ス

と
い
う
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
も
あ
り
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
健
康
の
た
め
に
も
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
習
慣
を
県
民
に
普
及
さ
せ
た
い
、
と
い
う
狙

い
が
あ
り
ま
し
た
。
並
行
し
て
い
ろ
い
ろ
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
お
こ
な
っ
た
そ
う
。

ち
な
み
に
読
者
の
み
な
さ
ん
、
安
心
し
て
く
だ

さ
い
！
　
大
阪
府
は
上
位
ク
ラ
ス
で
す
。
特
に

男
性
は
１
位
。
鳥
取
県
の
男
性
と
の
１
日
平
均

歩
数
の
差
は
約
２
０
０
０
歩
も
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
関
西
本
部
長
に
着
任
し
て
、
こ
の
３
月

で
３
年
目
を
迎
え
た
高
務
さ
ん
で
す
が
、
前
職

で
は
鳥
取
県
東
京
本
部
副
本
部
長
を
２
年
務
め

て
お
り
、
鳥
取
を
離
れ
て
５
年
に
な
り
ま
す
。

「
鳥
取
県
の
人
口
は
、
54
万
人
。
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
せ
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）」「
若
い
頃
は
都
会

が
楽
し
い
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
、

働
き
は
じ
め
て
、
都
会
の
満
員
電
車
は
好
き

じ
ゃ
な
い
な
と
思
っ
た
し
、
星
空
が
見
え
な
い

な
〜
と
か
、
鳥
取
の
良
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」。

鳥
取
か
ら
見
る
と
、
関
西
は
と
て
も
近
い
都
会

な
の
だ
そ
う
で
す
。「
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
て
、

大
阪
ま
で
車
で
２
時
間
で
来
れ
る
か
ら
、
都
会

は
日
帰
り
で
遊
ぶ
だ
け
で
い
い
か
な
」。

東
京
と
大
阪
、
両
本
部
を
経
験
し
た
高
務
さ
ん
。

東
京
と
大
阪
の
事
務
所
で
は
、
仕
事
の
重
心
を

静
か
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
に
い
た

子
ど
も
時
代

鳥
取
県
庁
に
入
庁

大
阪
は
商
人
の
ま
ち
で
す
ね

女
性
が
働
き
や
す
い
鳥
取
県

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

キ
タ

と

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

第
二
十
三
回

第
二
十
三
回

写真／浅香保ルイス龍太　聞き手・書き手／秋山暁子
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